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『十
訓
抄
』
に
於
け
る

『古
事
談
』
の
訓
み

―
―
動
　
詞
―
―

一

は
り
琳
暉

‐こ 文
先

（執
哺
け
漿
鵡
わ
れ
雄
札
蒲
導
幡
け
崚
蜘
［
“
『
肺
一

古 ‐こ
事 っ
か
）

が
如
伺
に
訓
ま
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
と
思
う
。

「
古
事
談
』
の
訓
み
を
解
明
す
る

一
方
法
と
し
て
、

『古
事
談

」
と
書
承
関
係
に
あ
る
も
の
の
訓
み
か
ら
考
察
す
る
事
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ

で

『古
事
談
』
よ
り
約
四
十
年
後
に
成
立
し
、
書
承
関
係
も
は
っ
き
り
し
て
い

る

『
十
訓
抄
』

（
一
二
五
二
年
成
立
）
に
於
け
る

『古
事
談
』
の
訓
み
を
考
察

す
る
事
に
よ
り
、
中
世
に
於
け
る

『
古
事
談
』
の
訓
み
方
の

一
端
を
探

っ
て
見

よ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で

『
十
訓
抄
』
の
作
者
は
、

『古
事
談
』
を

実
際
に
ど
の
よ
う
に
し
て
訓
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
事
で
あ
る
が
、

『古

事
談
』
の
本
文
を
目
で
追
い
な
が
ら
、
頭
の
中
で

『古
事
談
』
の
文
意
を
取
り

な
が
ら
訓
ん
で
行

っ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
思
う
。
こ
こ

で
少
し
気
懸
な
の
は
文．
意。
を。
取。
り。
な。
か
ら．
訃
む。
と
い
う
事
で
あ
る
。
文
意
を
取

り
な
が
ら
も
逐
字
的
に

『
古
事
談
』
を
訓
み
、
そ
の
訓
み
を
そ
の
ま
ま

『
十
訓

抄
』
に
表
記
し
て
行

っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
何
も
問
題
は
な
い
と
思
う
の
で
あ
る

泉

基

博

が
、
説
話
の
書
承
関
係
で
よ
く
あ
る
事
だ
が
、
文
意
を
第

一
と
す
る
あ
ま
り
に

『
十
訓
抄
』
に
於
い
て

『古
事
談
』
の
訓
み
を
そ
の
ま
ま
表
記
せ
ず
、

『古
事

談
』
の
本
文
を
改
変
し
て

『
十
訓
抄
』
に
取
り
入
れ
て
来
た
も
の
が
含
ま
れ
て

い
る
可
能
性
が
非
常
に
強
い
と
い
う
事
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
問
題
を
解
消
す

る
た
め
に
、
調
査
対
象
を

『古
事
談
』
と

『
十
訓
抄
』
と
が
同
文
、
あ
る
い
は

同
文
に
非
常
に
近
い
箇
所
に
限
定
す
る
事
に
す
る
。

次
に

『
十
訓
抄
』
の
本
文
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

『
十
訓
抄
』
に
は
大
別
し

て
片
仮
名
本
と
平
仮
名
本
と
が
あ
り
、
こ
の
両
者
は
相
対
立
す
る
も
の
で
あ
る
。

叙
ｒ
け
勧
粍

（
本

』
喘
諮
魔
』
】
い
″
螂
時
押
蜘
嘲
赫
¨
蹴
椰

稿 ‐ま
一
ぃ
な
け
は
級

を
使
用
し
て

『古
事
談
』
の
訓
み
を
考
察
し
て
行
く
の
が
よ
り
良
い
と
考
え
、

平
仮
名
本
の
欠
文
の
部
分
は
、

『古
事
談
』
の
訓
み
の
調
査
対
象
か
ら
除
く
事

に
す
る
。
以
上
の
観
点
か
ら
、

『
古
事
談
』
と

『
十
訓
抄
』
と
の
調
査
対
象
を

次
の
よ
う
に
限
定
し
た
。

十
　
　
　
　
訓
　
　
　
抄

所

ジ
ギ1量

第

一　
　
　
一ハ
　
２５
　
１
　
此
殿
ノ
…
…
御
感
有
ケ
リ
　
　
　
　
　
第

一　
２４
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二
十
話
全
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第

一

鋼
蜘
州
」
‥
御
産
成
ヌ
ト
存
候
ツ
ル
」
第

一

宇
治
関
自
…
…
御
感
有
ケ
リ
　
　
　
　
第
五

江
帥
ハ
…
…
果
シ
テ
詞
ノ
コ
ト
シ
　
　
第
六

妙
ノレ音

院
入
道
…
涙
ヲ
落
テ
ソ
出
ラ
レ
　
第
六

後

一
条
院
…
…
ト
ソ
答
ラ
レ
ケ
ル
　
　
第

一

御
堂
入
道
殿
「
・…
用
意
深
カ
リ
ケ
リ
　
第
六

三
十
三
話
全
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二

三
十
四
話
全
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四

二
十
四
　
１９６
　
４
　
武
則
…
…
世
ノ
オ
ホ
エ
事
ノ
外
ナ
リ
　
第
六

二
十
八
　
２０‐
　
■
　
一一十
八
話
全
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二

二
十
九
　
２０５
　
６
　
一一十
九
話
全
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
五

三
十

一　
２０７
　
‐０
　
蝶
田
左
大
臣
…
…
感
シ
ノ
ゝ
シ
リ
ヶ
　
第
六

三
十

一　
２０８
　
６
　
文
章
生
…
…
卜
名
ツ
ケ
タ
ル
ト
ソ
　
　
第
五

二
十
四
　
２‐６
　
９
　
一二
十
四
話
全
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二

三
十
八
　
２２‐
　
７
　
安
養
尼
上
…
…
カ
ヘ
リ
ニ
ケ
リ
　
　
　
第
二

三
十
九
　
２２２
　
６
　
恵
心
僧
都
…
…
返
り
給
ヌ
　
　
　
　
　
第
二

一　
６９
　
‐０
　
大
納
言
…
…
失
ニ
ケ
リ
　
　
　
　
　
　
第
二

一　

７０
　
１０
　
実
方
…
…
人
云
ケ
リ
　
　
　
　
　
　
　
第
二

〓
一　
８５
　
５
　

一
条
摂
政
…
…
三
条
東
洞
院
ト
ソ
　
　
第
二

十

一　
９３
　
６
　
大
治
五
年
…
…
例
ト
ソ
　
　
　
　
　
　
第
二

一　
９７
　
２
　
中
納
言
…
…
取
出
給
ヘ
リ
ケ
リ
　
　
　
第
六

十
八
　
ｌｉ３
　
６
　
邑
上
帝
…
…
授
ケ
奉
リ
ケ
リ
　
　
　
　
第
六

二
十
　
１１６
　
８
　
八
幡
…
…
本
ノ
如
シ
　
　
　
　
　
　
　
第
六

二
十
五
　
脚
　
５
　
一一十
五
話
全
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
六

三
十
二
　
１２６
　
５
　
法
性
寺
…
…
メ
シ
加
ヘ
ラ
レ
ニ
ケ
リ
　
第
六

＊
『十
訓
抄
』
は
古
典
文
庫
版
に
よ
る
。

又
、
本
稿
の
調
査
項
目
は
動
詞
に
限
定
し
た
。
な
お
使
用
本
文
に
つ
い
て
は
左

記
の
通
り
で
あ
る
。

『古
事
談
』
…

『噺
樹

国
史
大
系
１８
』

（本
稿
で
は
漢
字
は
当
用
漢
字
お
よ

び
新
字
体
に
改
め
た
）

『
十
訓
抄
』

（片
仮
名
本
）
…

『
十
訓
抄
上
』
『
十
訓
抄
下
』
（古
典
文
庫
）

『
十
訓
抄
』

（平
仮
名
本
）
…

『噺
詢

国
史
大
系
１８
』
「根
十
訓
抄
」

帥
内
大
臣
…
…
ニ
カ
リ
テ
オ
ハ
シ
ケ

大
江
時
棟
‥
―
ト
ソ
云
ケ
ル

師
頼
…
…
後
悔
千
廻
云
々

七
話
全
部

相
撲
節
…
…
心
ヨ
カ
ラ
サ
リ
ケ
リ

丹
後
守
…
…
有
ケ
リ
ト
云
ケ
リ

書
写
性
空
聖
人
…
…
遊
宴
興
サ
メ
テ

此
聖
人
ハ
…
…
オ
カ
マ
レ
ケ
リ

五
話
全
部

後
三
条
院
…
…
メ
ク
リ
ア
フ
マ
テ

拐
厳
院
Ｉ
…
失
給
ニ
ケ
リ
」
卜
云
リ

中
納
言
…
…
ト
ソ
ロ
ツ
ケ
給
ケ
ル

此
人
…
…
此
人
ノ
事
也

十
五
話
全
部

自
河
院
…
…
御
衣
ヲ
タ
マ
ハ
セ
ケ
リ

第
二

第
六

第
二

第
二

第
六

第
四

第
二

第
二

第
二

第

一

第
三

第

一

第

一

第

一

第
四
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仮
禦

調

崎

型

鮮

写

夢

権

崎

婦

熟

」
妬

『
蜂

「
ｖ

又
は
動
詞
の
活
用
語
尾
が
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の

（「強
盗
等
立
帰
テ
暫
案
ジ

テ

（
６２
ヽ
十
二
》
）
に
つ
い
て
は
、
訓
み
が
明
自
で
あ
る
の
で
問
題
に
な
ら
な

い
の
で
、
本
稿
に
於
い
て
は
当
然
な
が
ら
、

「古
事
談
』
に
於
い
て
漢
字
表
記

の
み
で
活
用
語
尾
も
表
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
、

『
十
訓
抄
』
に
於
い
て
如

何
に
訓
ん
で
い
る
か
が
中
心
に
な
る
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
事
で
あ
る
。
し
か

し

『
古
事
談
』
に
於
い
て
漢
字
表
記
の
み
で
活
用
語
尾
も
表
記
さ
れ
て
い
な
い

箇
所
も
、

『
十
訓
抄
』
に
於
い
て

『古
事
談
』
と
同
じ
表
記
す
な
わ
ち
漢
字
表

記
の
み
で
活
用
語
尾
も
表
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
訓
み
が
不
明
で

あ
る
の
で
、
こ
こ
で
取
り
扱
う
も
の
は

『古
事
談
』
に
於
い
て
漢
字
表
記
の
み

で
活
用
語
尾
も
表
記
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
が
、

『
十
訓
抄
』
で
す
べ
て
仮
名
表

記
に
な
っ
て
い
る
も
の
又
は
活
用
語
尾
が
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
と
い
う
事
に

な
る
。
具
体
例
を
あ
げ
る
と

左
衛
門
陣
吉
上
云
。
縦
雖
二在
衡
・難
レ参
日
也
一宏
々
。
（‐２‐
、
九
）

右
記
は

『
古
事
談
』
の
本
文
で
あ
る
が
、
傍
線
部

「
云
」
「参
」
の
よ
う
に
漢

字
表
記
の
み
で
活
用
語
尾
も
表
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
如
何
に
訓
め
ば
良
い

の
か
が
不
明
で
あ
る
が
、

『
十
訓
抄
』
に
は

左
衛
門
陣
ノ
吉
上
劃
列
。
タ
ト
ヒ
在
衡
ナ
リ
ト
モ
今
日
ハ
タ
カ
タ
シ
ト

（片

名
本
）

左
衛
門
陣
吉
上
が
云
。
た
と
ひ
在
衡
な
り
と
も
、
け
ふ
は
参
じ
が
た
し
と

（平
仮
名
本
）

と
あ
る
の
で
、
片
仮
名
本
で
は

『古
事
談
』
の
「
云
」
を

「
イ
ハ
ク
」
と
訓
み

（平
仮
名
本
で
は
訓
み
不
明
）
、
平
仮
名
本
で
は

『古
事
談
』
の

「参
」
を

「

サ
ン
ズ
」
と
訓
ん
だ

（片
仮
名
本
で
は
訓
み
不
明
）
事
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
観
点
に
合
う

『古
事
談
』
の
漢
字
表
記
の
動
詞
は
、
漢
字

一
字
表
記
と

漢
字
二
字
表
記
の
も
の
ば
か
り
で
ぁ
る
の
で
、
調
査
結
果
は
漢
字

一
字
表
記
の

も
の
と
漢
字
二
字
表
記
の
も
の
と
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
於
け
る

『
十
訓
抄
』

の
訓
み
を
五
十
音
順
に
整
理
す
る
事
に
し
た
。

七
）
（あ
り
、

３３
、
十
七
）
（
ア
リ
、
６．
、
九
）
（あ
り
、

６２
ヽ
八
）
（
ア
リ
、

型

蜻
一一一寡

製
）
響

一
一
一」

「
豪

譴

甥

彰

ス
ｒ

（イ
タ
ス
ヽ

・４
ヽ
十
四
）、
至

（イ
タ
ル
、

６０
、
四
）
（イ
タ
ル
、

６０
、
五
）

（到
ル
、
い
た
る
、
∞
、
五
）
、

（イ
タ
ル
、

１０８
ヽ
十
三
）、
云

（云
ク
、

３３
、

十
六
）
（云
ク
、

４６
ヽ
八
）
（
い
は
く
、

８８
ヽ
七
）
公
ム
ク
、　
い
は
く
、　

８８
、

七
）
（
い
わ
く
、

９０
、
十
四
）
（
い
は
く
、

１０８
ヽ
十
二
）
（云
ク
、

１２‐
、
九
）、

一バ

（イ
フ
、
∞
、
五
）
（□
、　
い
ふ
、

６０
、
八
）
（
い
ふ
、　

６２
　ヽ
十

一
）
（
い

ふ
、

８．
、
七
）
（
い
ふ
、
硼
、
八
）
（
い
ふ
、

１２９
ヽ
十
二
）
（
い
ふ
、

１３０
、
三
）、

謂

（
い
ふ
、

４６
ヽ
七
）
（
い
ふ
、

６０
、
四
）
（
い
ふ
、

７７
、
六
）
、
入

（
い
る
、

２７
ヽ
十
Ｘ

入
ル
、
は

、
３３
ヽ
十
さ

、
射

３

る
、

‐２８
ヽ
七
）
、
得

９

、

６６
ヽ
十
）
、
伺

（伺
ふ
、
脚
、
一し
、
承

（ウ
ケ
給
ハ
ル
、
う
け
た
ま
は
る
、

２８
ヽ
十

し
、
失

つ

ス
、

１０８
ヽ
十
）
、
打

つ

ツ
、

８９
ヽ

十
屯

つ

ツ
、

□
ヽ

‐‐３
ヽ
十
）
（ウ
ツ
、

１１３
ヽ
十

一
）
（ウ
ツ
、

１１３
　ヽ
十
四
）
（う
つ
、　

１２８
ヽ

八
）
（う
つ
、

１２８
ヽ
八
）
（う
つ
、

１２８
ヽ
十
）、
殴

（打

（片
仮
名
本
）
、　
う



つ
、
観
、
八
）、
卜

（占
フ
、
う
ら
な
ふ
、

１１５
ヽ
十
五
）
、
怨

（恨
ム
、

４４
ヽ

一し
、
謁

（謁
ス

（
サ
変
と
も
四
段
と
も
》
、

１２５
ヽ
十
四
）
、
逐

（オ
ウ
、
９
、

十

一
）、
送

（送
る
、

６．
、
八
）、
落

（お
つ
、

２４
ヽ
十

一
）
（オ
ツ
、　
皿
、

し
、
落

（オ
ト
ス
、
□
、

６２
ヽ
九
）
（オ
ト
ス
、

６２
ヽ
九
）
（オ
ト
ス
、

６２
ヽ

十

一
）、
追

（オ
フ
、
を
ふ
、

‐２８
ヽ
九
）
、　
思

（思
フ
、

６２
　ヽ
十
）
（思
フ
、

堵
も
ふ
ヽ
‐０８
ヽ
九
）
（＊おも
ふ
、
１０３
ヽ
九
）
（お
も
ふ
、
１２５
　ヽ
十
四
）、　
及
（

力議
（ょなゲ「」一ｒ」一（ょな″『に一悧〓ヽ
Ｐ畏（（ォ”げ悧ｒ針球にヽ

十
三
）
、
語

（か
た
ら
ふ
、

‐１０
、
十
四
）
、
飼

（か
ふ
、

２４
ヽ
十

一
）、
帰

（カ

ヘ
ル
、

１４
ヽ
十
二
）

（返
ル
、　
か
へ
る
、

６。
、
十
二
）
（か
へ
る
、

６６
、
九
）、

還

（還
ル
（平
仮
名
本
》
、
Ⅲ
、
一し
、　
聞

（キ
ク
、

１４
ヽ
四
）
（き
く
、

６。
、

四
）
（き
く
、

６。
、
十
）
（き
く
、

６６
ヽ
七
）
（き
く
、

９０
、　
こ

（き
く
、

１１５
ヽ

四
）
（キ
ク
、

１１５
ヽ
十
五
）
、　
著

（キ
ル
、

４５
ヽ
十
六
）
、　
着

（キ
ル
、

６２
ヽ

十
）
（き
る
、

８．
、　
五
）
（キ
ル
、

８．
、
一Ｃ
、　
具

（具
ス

《
サ
変
》
、
硼
、

十
三
）
、
決

（決
ス

（
サ
変
》
、

１３０
、　

＊六
）、
現

（現
ス
、
現
ず
、

７７
ヽ
四
）

（現
す

（
サ
変
）
、

８８
ヽ
十
）
、
候

（候
す

（
サ
変
と
も
四
段
と
も
》
、

１１３
ヽ

十
二
）、
試

（心
む
、

‐２９
ヽ
十

一
）
（心
む
、
蜘
、
一し
、
答

（答
フ
、
こ
た

ふ
、
Ｗ
、
四
）、
乞

曾

フ
、
硼
、
十
こ

サ
社

（サ
ス
、
９
、
十

一
）
、
授

（さ
づ
く
、

１１８
ヽ
後
か
ら
八
）
（授
ク
、
さ
づ

く
一
‐‐８
ヽ
後
か
ら
五
）
、
候

（さ
ぶ
ら
ふ
、

１４
ヽ
十

一
）
（候
ふ
、

２８
ヽ
十
）

（候
ふ
、

１１９
ヽ
四
）、
醒

（サ
ム
、

７７
ヽ
一Ｃ
、
参

（
マ
ウ
ツ
、
参
ず
、

２７
ヽ

七
）
（参
ず
、

８９
ヽ
十
五
）
（参
ず
、

１２‐
、
九
）
（参
ず
、
脚
、
八
）
、
辞

（辞

す

（
サ
変
と
も
四
段
と
も
》
、

４５
ヽ
十
六
）、
誦

（誦
ス

（
サ
変
と
も
四
段
と

も
）
、
日
、

８．
、
も

、
智

が

、
Ｈ
、
６

い

る
、
田
、
↓

鵜

衛

（片
仮
名
本
》、
し
る
、

‐２‐
、
十
四
）
、
勧

（
ス
ゝ
ム
、

１２９
ヽ
八
）
、
奔

（
ス
ツ
、

・４
ヽ
十
三
）、
住

（す
む
、

１４
ヽ
九
）、
存

（ぞ
ん
ず
、
Ｈ
、
九
）
（存
ス
、

ぞ
ん
ず
、

１１３
ヽ
十
四
）

夕
立

（た
つ

（
四
段
）
、

２８
ヽ
十
二
）
（タ
ツ

（
四
段
）
、
”
、
十
五
）、
起

（

甲
（＝痢鶏ぼ
、（夕た↑
輛
〆
）、数
ち
が唾
ヴ
≪
肇
一ぽ
一

彰
ｒギ
に
）（毎
ィ型
髯
づ一ハ甲叩犠哺
、主た鈍蒙
、

（ち
ぎ
る
、

６．
、
八
）、
仕

（
ツ
カ
ウ
マ
ツ
ル
、
脚
、
十
五
）
、
遣

（
つ
か
は

す
、

４４
ヽ
十
五
）、
仕

（
ツ
カ
フ
、

１４
ヽ
一Ｃ
、
付

（
つ
く

《
四
段
）
、

９０
、

十
五
）、　
突

（
ツ
ク
、

１３０
、
四
）
、
告

（
つ
ぐ
、

６．
、
八
）、
造

（作
ル
、
造

る
、

４４
ヽ
十
四
）
、
勤

（
ツ
ト
ム
、

１４
ヽ
七
）、
列

（
ツ
ラ
ナ
ル
、

２２
ヽ
四
）
、

照

（照
ス
、
て
ら
す
、
η
、
一じ
、
閉

（と
づ
、
η
、
四
）
、
間

（と
ふ
、

４４
、

十
四
）
（と
ふ
、

４６
ヽ
六
）
（と
ふ
、

１０９
ヽ
十
四
）
（と
ふ
、

１１８
ヽ
後
か
ら
八
）

（と
ふ
、
鵬
、
九
）、
取

（と
る
、

１４
ヽ
一０

（ト
ル
、

１４
ヽ
三
）

（と
る
、

２８
ヽ
十

一
）
（□
、
と
る
、

６２
ヽ
九
）

（ト
ル
、

６２
ヽ
十
二
）

（と
る
、

‐３０
、

一じ

（と
る
、

‐３０
、
四
）

ナ
投

（ナ
ク
、

９０
、　
し

、
成

（ナ
ス
、

４６
ヽ
一Ｃ

（ナ
ス
、

‐０８
ヽ
十
）
（ナ
ス
、

Ⅲ
、　
こ

（な
す
、

１１５
ヽ
十
四
）
（ナ
ス
、

‐１５
ヽ
十
五
）
、
為

（成
ス
、
な
す
、

‐０８
ヽ
八
）
、
成

（ナ
ル
、
Ｈ
、
七
）
（な
る
、
■
、
七
）

（ナ
ル
、
Ｈ
、
八
）

（な
る
、

４４
ヽ
一こ

（な
る
、

‐２９
ヽ
十
）、
為

（成

（片
仮
名
本
）
、
な
る
、

７７
ヽ
四
）、
逃

（に
ぐ
、

１２８
ヽ
八
）
、
任

（任
ス
、
任
ず
、
“
、
十
五
）
、　
抜

（
ヌ
ク
、

８９
ヽ
十
六
）
、
遁

（の
が
る
、

１４
ヽ
十
二
）、
残

（残
ル
、

４７
ヽ
十

一Ｃ
、
乗

６

す
、
鵬
、
十
３

、
展

ア

フ
、

１ｌｏ
、
十
さ

、
演

８

ぶ
、

η
、
四
）
、　
登

（上

（片
仮
名
本
》
、　
の
ぼ
る
、

１４
ヽ
一Ｃ
、
騰

（
ノ
ホ
ル
、

夕
、
十
一〇
、
乗

（の
る
、
η
、
一
し



ハ
亡

（亡
ス

《
サ
変
と
も
四
段
と
も
》
、

４７
ヽ
十
五
）
（亡
す

《
サ
変
と
も
四
段

と
も
》
ヽ

‐‐５
ヽ
十
四
）、
計

（
ハ
カ
ラ
フ
一
１１３
ヽ
十
四
）
、
放

（放
ツ
、
は
な
つ
、

硼
、
十
四
）
、
侍

（侍
り
、

１ｌｏ
、
十
六
）
、
晴

（
ハ
ル
、

４７
ヽ
十
六
）、
引

（
ヒ

ク
、

‐３０
、
一し
、
引
チ
ガ
フ

（
ヒ
キ
チ
カ
フ
、

１２９
ヽ
十
六
）、
披

（
ヒ
ラ
ク
、

皿
、
十
三
）、
開

（ひ
ら‐
く
、
４７
ヽ
十
六
）
（ひ
ら
く
、

６０
、
六
Ｘ

経

（ふ
、

１１０
、
十
四
）、　
吹

（ふ
く
、

７７
、
一０

（
フ
ク
、

１１５
ヽ
四
）
（ふ
く
、　

１１５
ヽ
十

一
五
）
、
復

（復
ス

《
サ
変
と
も
四
段
と
も
》
、　
ふ
く
す

《
サ
変
と
も
四
段
と

も
》、
８．
、
六
）
、
塞

（
フ
タ
カ
ル
、

３３
ヽ
十
六
）、
降

（
フ
ル
、

９０
、
十
五
）、

触

（
フ
ル
、
１４
ヽ
十
三
）
（
フ
ル
、
翡
、
四
）、
隔

（
ヘ
タ
ツ

（下
二
段
）
、

６０
、
十

一
）

（
ヘ
タ
ツ

《下
三
段
）
、　

１２５
　ヽ
十
四
）
、
変

（変
ス
、
変
ず
、

‐ｉ５
ヽ
十
四
）

マ
申

（申
す
、

１４
ヽ
十

一
）
（申
ス
、

１５
、
五
）
（申
ス
、

２７
、
八
）
（申
ス
、

‐‐９
ヽ
四
）
（申
ス
、

１２‐
、
七
）
、
詣

（ま
ふ
づ
、

１０８
ヽ
十

一
）
、
参

（ま
い
る
、

６０
、
一Ｃ

（ま
い
る
、
鬱
、
十
二
）
（ま
い
る
、

‐２‐
、
九
）、
満

（
み
つ
、
η
、

ユＣ

（ミ
ツ
、

１０８
ヽ
九
）、
見

（見
ル
、
み
る
、

６２
、
八
）
（み
る
、

７６
、
十
五
）

↑
ヽ
ル
、

１２‐
、
八
）
↑
ヽ
ル
、

１２８
ヽ
八
）、　
召

（め
す
、
■
、
八
）
（
メ
ス
、

２４
ヽ
十
三
）

ヤ
焼

（ヤ
ク
、
イ
、
十
六
）
、
止

（ヤ
ム
、

８．
、
八
）
（や
む
、　

１１３
ヽ
十

一
）、

遣

（ャ
ル
、

１４
ヽ
一３

（
や
る
、

‐１３
ヽ
十
三
）
、　
行

（
ユ
ク
、　

６２
ヽ
十
）
（
ユ

ク
、

６２
ヽ
十
）、　
譲

（
ユ
ツ
ル
、

１４
ヽ
一３

（ゆ
づ
る
、

１５
、
四
）、　
依

（よ

る
、

６６
ヽ
九
）
（
ヨ
ル
、

１１５
ヽ
一０

（
ヨ
ル
、

１２９
ヽ
十
五
）

ワ
居

（ヰ
ル
、

４４
ヽ
三
）
（ヰ
ル
、

１１８
ヽ
後
か
ら
八
）
、
了

（ヲ
ハ
ル
、
Ｈ
、
六
）、

終

（を
は
る
、

‐２‐
、
九
）、
終

（お
ふ
、

１１０
、
十
五
）

右
記
の
総
語
数
は
一〓
一Λ
で
、
異
な
り
語
数
は
一
二
八
で
あ
る
。
総
語
数
の
訓

み
の
内
訳
に
つ
い
て
は
左
記
の
よ
う
に
な
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

Ａ
　
片
仮
名
本
、
平
仮
名
本
の
両
者
か
ら
同

一
の
訓
み
が
決
め
ら
れ
る
も
の

１
‥

一
一
二
例

Ｂ
　
片
仮
名
本
は
漢
字
表
記
の
み
で
訓
み
が
決
め
ら
れ
な
い
が
、
平
仮
名
本

か
ら
訓
み
が
決
め
ら
れ
る
も
の
…
―

一
〇
四
例

０
　
平
仮
名
本
は
漢
字
表
記
の
み
で
訓
み
が
決
め
ら
れ
な
い
が
、
片
仮
名
本

か
ら
訓
み
が
決
め
ら
れ
る
も
の
…
…

一
六
例

Ｄ
　
平
仮
名
本
が
欠
文
で
あ
る
が
、
片
仮
名
本
で
訓
み
が
決
め
ら
れ
る
も
の

…
・・土

例

Ｅ
　
片
仮
名
本
が
欠
文
で
あ
る
が
、
平
仮
名
本
で
訓
み
が
決
め
ら
れ
る
も
の

…
…

一
例

右
記
の
内
訳
で
、
Ｂ
が

一
〇
四
例
、
Ｃ
が

一
六
例
で
あ
る
と
い
う
事
は
、
平
仮

名
本
で
は
片
仮
名
本
に
比
べ
て
仮
名
表
記
お
よ
び
活
用
語
尾
の
表
記
が
多
く

（

漢
字
の
み
の
表
記
が
少
く
）、
逆
に
片
仮
名
本
で
は

平
仮
名
本
に
比
べ
て
仮
名

表
記
お
よ
び
活
用
語
尾
の
表
記
が
少
い

（漢
字
の
み
の
表
記
が
多
い
）
事
を
示

し
て
お
り
、
片
仮
名
本
と
平
仮
名
本
と
の
間
に
は
表
記
に
相
当
の
違
い
が
あ
る

事
が
わ
か
る
。
こ
の
事
は
両
者
に
於
け
る
本
文
表
記
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
と

言
え
る
と
思
う
。

漢
語
十
サ
変
動
詞
と
考
え
ら
れ
る
総
語
数
は
二
〇
で
、
異
な
り
語

（案
、
謁
、

具
、
決
、
現

《
二
例
）、
候
、
参

（
四
例
）、
辞
、
誦
、
存

《
二
例
）、　
任
、　
亡

《
二
例
）、
復
、
変
）
数
は

一
四
で
あ
る
。　
こ
れ
ら
の
う
ち
サ
変
動
詞
と
判
別

出
来
る
も
の
は
、
具

（未
然
形
）、
決

（未
然
形
）、
現

（未
然
形
、

８８
、
十
）

の
各

一
例
づ
つ
三
例
の
み
で
あ
る
。
な
お
平
仮
名
本
で
活
用
語
尾
を
ザ
行
で
訓

ん
で
い
る
も
の
は
、
案

（連
用
形
）
、
現

（運
用
形
、

７７
、
四
）
、
参

（連
用
形
、

四
例
）
、
存

（連
用
形
、
二
例
）、
任

（終
止
形
）
、
変

（終
止
形
）
で
あ
る
。

他
の
謁

（終
止
形
）、　
候

（連
用
形
）、　
辞

（連
用
形
）
、　
誦

（連
用
形
）、
亡



（未
然
形
と
も
命
令
形
と
も
、　
二
例
）、
復

（連
用
形
）
は
サ
変
か
四
段
か
の

判
別
が
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
。
右
記
の
う
ち
、
平
仮
名
本
で
活
用
語
尾
を
ザ

行
に
訓
ん
で
い
る

「
現
」

（連
用
形
、

７７
、
四
）
に
つ
い
て
は
、
平
仮
名
本
の

他
の
箇
所
で
サ
変
に
訓
ん
で
い
る

「
現
」
（未
然
形
、

８８
ヽ
十
）
が
あ
る
の
で
、

サ
変
と
考
え
て
良
い
と
思
う
。

な
お
片
仮
名
本
で

「
照
ス
」
（終
止
形
、

７７
、

二
）
と
あ
る

「
照
」
に
つ
い
て
は
、
音
読
、
訓
読
の
両
方
が
可
能
で
あ
る
が
、

平
仮
名
本
に

「
て
ら
す
」
と
あ
る
の
で
、
漢
語
十
サ
変
動
詞
か
ら
除
い
た
。
又
、

「申
ス
」
に
つ
い
て
は
五
例
と
も
未
然
形
の
例
で
、
す
べ
て
サ
行
四
段
で
あ
る

の
で
、
漢
語
十
サ
変
動
詞
か
ら
除
い
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
漢
語
十
サ
変
動

詞
と
考
え
ら
れ
る
右
記
の
二
〇
語
は
、

『
十
訓
抄
』
で
は
音
読
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
こ
れ
の
漢
字

一
字
表
記
の
総
語
数
二
三
八
に
占
め
る
割
合
は
八
・
四
％

と
非
常
に
低
い
事
が
わ
か
る
。
個
々
の
語
の
性
格
に
つ
い
て
も
考
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
事
か
ら
大
概
と
し
て
言
え
る
事
は

『
十
訓
抄
』
に
於
け

る

『古
事
談
』
の
漢
字

一
字
表
記
の
動
詞
の
訓
み
の
中
心
は
、
訓
読
で
あ
る
と

い
う
事
で
あ
る
。

『
十
訓
抄
』
は
於
け
る

『古
事
談
』
の
漢
字

一
字
表
記
の
動
詞
の
訓
み
の
中

に
は
、

『古
事
談
』
で
漢
字
表
記
が
同

一
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

『
十
訓

抄
』
で
二
通
り
の
訓
み
を
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
以
下
そ
れ
ら
を
示
す
と
、

云
…
イ
ハ
ク
、
イ
フ
　
落
…
オ
ツ
、
オ
ト
ス
　
候
…
コ
ウ
ス
、
サ
ブ
ラ
フ

参
‥
サ
ン
ズ
、
マ
ヰ
ル
　
立
…
四
段
、
下
二
段
　
賜
…
タ
マ
ハ
ル
、
タ
マ
フ

一任
…
ツ
カ
ウ
マ
ツ
ル
、
ツ
カ
フ
　
成
‥
ナ
ス
、
ナ
ル
　
為
…
ナ
ス
、
ナ
ル

乗
…
ノ
ス
、
ノ
ル

こ
れ
ら
の
う
ち
、
落
、
立
、
賜
、
仕
、
成
、
為
、
乗
の
七
語
は
文
意
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
二
通
り
に
訓
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
云
、
候
、
参
の
三

語
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
二
通
り
の
訓
み
の
う
ち
い
ず
れ
に
訓
ん
で
も
文
意
は

全
く
変
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
で
は
こ
れ
ら
三
語
の
二
通
り
の
訓
み
は
そ
の
つ

ど
適
当
に
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
何
か
用
法
上
に
相
違
が
あ
っ

て
の
事
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
事
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

「
云
」
に
つ
い
て
は

「
イ
ハ
ク
」
が
七
例
、

「
イ
フ
」
が
七
例
あ
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
箇
所
を

『
古
事
談
』
で
見
て
み
る
と
、

『
十
訓
抄
』
で

「
イ
ハ
ク
」
と
訓
ん
で
い
る
も
の

例
１
俊
賢
云
。
無
二左
右
・不
レ可
二入
給
１
‥
。
（３３
ヽ
十
六
）

例
２
独
言
云
。
入
一大
廟
１
‥
。
（
４６
ヽ
八
）

例
３
国
司
郎
従
等
渕
。
此
老
翁
…
…

（８８
ヽ
七
）

例
４
国
司
云
。　
一
人
当
千
卜
…
…

（８８
ヽ
七
）

例
５
先
申
云
。
故
正
キ
ミ
ノ
朝
臣
…
…

（９０
、
十
四
）

例
６
詣
二彼
寺
・申
云
。
往
日
…
…

（‐１８
ヽ
十
一し

例
７
左
衛
門
陣
吉
上
ョ
。
縦
雖
二在
衡
１
‥
。
（１２‐
、
九
）

『
十
訓
抄
』
で

「
イ
フ
」
と
訓
ん
で
い
る
も
の

例
８
無
益
事
也
卜
被
レ云
ケ
レ
バ
…
…

（６０
、
五
）

例
９
現
二真
金
像
一。
卜
云
伽
陀
ヲ
誦
シ
テ
…
…

（６。
、
八
）

例
１０
タ
テ
マ
ツ
ラ
ム
ト
云
ケ
レ
バ
…
…

（６２
ヽ
十

こ

例
ｎ
賤
僧
又
重
テ
云
事
ハ
ナ
ク
テ
…
…

（８．
、
七
）

例
１２
弘
光
卜
云
相
撲
…
…

（捌
、
八
）

例
１３
只
被
レ試
候
ヘ
カ
シ
ト
。
度
々
ョ
ケ
レ
バ
…
…

（硼
、
十
一ご

例
１４
試
候
ヘ
ト
云
ケ
レ
バ
‥
…

（１３０
、
三
）

例
１
か
ら
例
７
ま
で
と
、
例
８
か
ら
例
１４
ま
で
と
を
比
べ
て
見
る
に
、
前
者
と

後
者
と
に
は
明
ら
か
に

「
云
」
の
使
用
法
に
相
違
の
あ
る
事
が
わ
か
る
。
す
な

わ
ち
、
前
者
は
発
話
内
容
に
上
接
し
、
そ
の
発
話
者
が
以
下
の
事
を
述
べ
る
と

い
う
時
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
に
は
前
者
の
よ
う



な
例
が
全
く
見
ら
れ
な
い
と
い
う
事
で
あ
る
。
こ
の
事
は
、

『古
事
談
』
で

「

云
」
が
発
話
内
容
に
上
接
し
、
そ
の
発
話
者
が
以
下
の
事
を
述
べ
る
と
い
う
場

合
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、

『
十
訓
抄
』
で
は

「
イ
ハ
ク
」
と
訓
み
、
そ

れ
以
外
の

『
古
事
談
』
の

「
云
」
は
、

『
十
訓
抄
』
で
は

「
イ
フ
」
と
訓
む
と

い
ヶ
事
が
は
っ
き
り
と
意
識
さ
れ
た
上
で
訓
み
分
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
て
良

い
と
思
う
。

「
候
」
に
つ
い
て
は

「
コ
ウ
ス
」

が

一
例

（動
詞
）
、

「
サ
ブ
ラ
フ
」
が
三

例

（動
詞
二
例
、
補
助
動
詞

一
例
）
あ
る

（片
仮
名
本
で
は
こ
れ
ら
の
箇
所
の

す
べ
て
が
漢
字
表
記
の
み
で
活
用
語
尾
も
表
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

「
候
」

を
如
何
に
訓
ん
だ
か
は
不
明
）
が
、

「
云
」
の
よ
う
に
訓
み
の
相
違
に
よ
る
用

法
上
の
違
い
は
見
ら
れ
な
い
。

「
コ
ウ
ス
」
は

『
十
訓
抄
』
で

「
有
国
が
候
し

け
る
が
」
と
あ
る
箇
所
で
あ
る
が
、
用
例
が

一
例
し
か
な
い
事
か
ら
考
え
て
、

の 「警
は
ゎ
稀
制
稀

（
尾

十 「れ
一
［
麒
』
α
ヽ
織
は
誨
［
】

如 し、
昨

―こ も
隷
詢
詢
康
ざ
嘲

る
の
か
を
調
査
し
て
み
る
と
、
静
嘉
堂
蔵
本
の
一
本
（図
書
番
号
二
一
二
六
〇
）

に
の
み

「
有
国
か
側
引
け
る
か
」
と
あ
る
以
外
は
、
す
べ
て

「
有
国
か
候
け
る

か
」
で
あ
る
。
こ
の
事
は
本
稿
使
用
の
平
仮
名
本
と
静
嘉
堂
蔵
本
の
一
本
と
が

伝
写
関
係
に
於
い
て
近
い
関
係
に
あ
る
事
を
示
し
て
い
る
だ
け
だ
と
言

っ
て
し

ま
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
平
仮
名
本
十

一
本
中
、
二
本
に

「
コ
ウ
ス
」
と
い
う

訓
み
が
あ
る
事
を
全
く
無
視
し
て
し
ま
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
思
う
の
で
あ

る
。
そ
こ
で

『
十
訓
抄
』
の
片
仮
名
本
全
体
の

「
候
」
の
訓
み
に
つ
い
て
調
査

し
て
み
る
と
、

「
サ
ブ
ラ
フ
」
は
五
三
例
（動
詞
二
二
例
、
補
助
動
詞
三

一
例
）

あ
り
、

「
コ
ウ
ス
」
は
次
に
示
す

一
例

（動
詞
）
の
み
で
あ
っ
た
。

一
弟
朝
成
始
テ
昇
殿
ユ
リ
テ
小
板
敷
二
候
ス

（第
十
の
六
十

一
話
、
平
仮
名
本
欠
文
）

右
記
の
一
例
に
し
ろ

「
コ
ウ
ス
」
の
訓
み
が
あ
る
以
上
、
「
候
」
に

「
コ
ウ
ス
」

の
訓
み
が
存
在
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
思
う
。
又
右
記
の
一
例
と

前
述
の

「
有
国
が
側
ｕ
け
る
が
」
（藤
原
道
長
の
屋
敷
か
ら
上
東
門
院
が
皇
后

と
な
り
、
初
め
て
入
内
す
る
場
所
に
有
国
が
い
る
）
の
例
と
を
考
え
合
わ
せ
て

み
る
と
、

「
コ
ウ
ス
」
と
訓
む
場
合
は

「
身
分
の
高
い
人
の
所
に
ひ
か
え
て
い

る
」
と
い
う
意
の
場
合
で
あ
る
と
言
え
る
。
結
論
と
し
て
は
、

『
十
訓
抄
』
で

は

『古
事
談
』
の

「
候
」
の
訓
み
に
は
、

「
サ
プ
ラ
フ
」
と

「
コ
ウ
ス
」
の
訓

み
が
存
在
し
、

「
コ
ウ
ス
」
と
訓
む
場
合
に
は

「身
分
の
高
い
人
の
所
に
ひ
か

え
て
い
る
」
と
い
う
意
の
意
識
が
あ
っ
た
と
い
う
事
に
な
る
。

「
参
」
に
つ
い
て
は

「
サ
ン
ズ
」

が
四
例

（自
動
詞
）、

「
マ
ヰ
ル
」

が
三

例

（自
動
詞
）
あ
る

（片
仮
名
本
で
は
こ
れ
ら
の
箇
所
の
す
べ
て
が
漢
字
表
記

の
み
で
活
用
語
尾
も
表
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

「
参
」
を
如
何
に
訓
ん
だ
か

は
不
明
）
が
、
両
者
の
訓
み
の
相
違
に
よ
る
用
法
上
の
違
い
は
見
ら
れ
な
い
。

「参
」
の

「
サ
ン
ズ
」
の
訓
み

（四
例
）
に
つ
い
て
は
、
他
の
平
仮
名
本
諸
本

（十
本
）
に
於
い
て
も
す
べ
て

「
サ
ン
ズ
」
で
あ
る
。

「参
」
の

「
マ
ヰ
ル
」

の
訓
み

（三
例
）
に
つ
い
て
は
、
他
の
平
仮
名
本
諸
本

（十
本
）
中
、　
一
本

（

名
古
屋
大
学
蔵
本
）
に

一
例

（６０
、
六
）

「
参
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
以
外
は

す
べ
て

「
マ
ヰ
ル
」
で
あ
る
。
又
、

『
十
訓
抄
』
の
片
仮
名
本
全
体
で
は
、

「

マ
ヰ
ル
」
が
四
三
例

（自
動
詞
、
う
ち
九
例
は
複
合
動
詞
）
、

「
サ
ン
ズ
」
が

二
例

（自
動
詞
）
見
ら
れ
る
。

「
サ
ン
ズ
」
の
二
例
を
示
す
と
、

内
裏
二
劃
「
ラ
レ
タ
リ
ケ
ル
ニ

（第

一
の
二
六
話
、
平
仮
名
本
は

「
内
裏
に

参
た
り
け
る
に
し

敦
正
力
瀕
シ‐
タ
リ
ケ
ル
ニ
コ
ソ

（第
四
の
三
話
、
平
仮
名
本
は

「
あ
つ
正
が

ま
い
り
た
り
け
る
に
し

以
上
の
片
仮
名
本
、
平
仮
名
本
諸
本
の
例
か
ら
見
て
、

「参
」
に
は

「
マ
ヰ



ル
」
と

「
サ
ン
ズ
」
の
二
通
り
の
訓
み
が
存
在
し
て
い
た
と
言
え
る
。

三

『
十
訓
抄
』
に
於
け
る

『古
事
談
』
の
漢
字
二
字
表
記
の
動
詞
の
訓
み

ア
相
具

（相
具
ス
、

９０
、
一０

（相
具
す
、
硼
、
八
）
、
相
伴

（相
共
ナ
フ
、

１０９
ヽ

十

し
、
案
内

（案
内
ス
、

６．
、
九
）、
押
領

（押
領
ス
、

４４
ヽ
十
四
）、
奇

立専

（
ア
ャ
シ
ミ
貴
、
あ
や
し
み
た
う
と
む
、　
６‐
、
九
）
、　
出
来

（
い
で
く
、

１１０
、
十
五
）
（
い
で
来
、

１１０
、
十
六
）
（□
、
い
で
く
、

１２８
ヽ
十
）、
云
出

（
い

ひ
出
す
、

１４
ヽ
十
三
）、
打
過

（ウ
チ
過
ク
、
う
ち
す
ぐ
、

８８
ヽ
八
）、
詠
出

（詠
シ
出
ス
、
詠
じ
出
、

１１９
ヽ
五
）
、
起
上

（オ
キ
ア
カ
ル
、
を
き
あ
が
る
、

ｍ
、
四
）、
推
入

（ヲ
ゝ
シ
入
、
を
し
入
、

１３０
、
五
）、
御
坐

（オ
ハ
シ
マ
ス
、

‐‐８
ヽ
後
か
ら
九
）
、
御
坐

（オ
ハ
ス
、

２８
ヽ
十
二
）、
思
召

（思
食

（片
仮
名

本
）、
覚
し
め
す
、

１２‐
、
十
三
）
、　
思
食

（思
召

（片
仮
名
本
）
、　
思
召
す
、

４６
ヽ
七
）、
仰
置

（仰
置
く
、

１５
ヽ
四
）
、
思
取

（お
も
ひ
と
る
、

１４
ヽ
十
三
）、

思
分

（思
分
く
、
４６
ヽ
八
）

力
掻
合

（カ
キ
合
、

１２９
ヽ
十
三
）
、　
返
置

（返
シ
置
、　
返
し
て
を
く
、

６２
ヽ
十

一し
、
返
遣

（か
へ
し
つ
か
は
す
、

４４
ヽ
十
四
）、
返
遣

（カ
ヘ
シ
ャ
ル
、
返

し
や
る
、

４６
、　
し
ヽ
聞
入

（き
ゝ
入
、

８９
ヽ
十
六
）、
聞
食

（聞
召

（片
仮

名
本
）、
き
こ
し
め
す
、

１３０
、
工Ｃ
、
祈
請

（祈
浦
ス
、

７６
ヽ
十
五
）
、
下
向

（下
向
ス
、
げ
か
う
す
、

１１５
ヽ
十
四
）、
解
説

（解
説
ス
、
解
脱
す
、

６０
、

七
）、
頭
現

（顕
現
ス
、
ｍ
、　
こ
、
御
覧

（御
覧
ス
、

１１３
ヽ
十

こ

（御
覧

ス
ヽ

‐‐３
ヽ
十
３

サ
差
出

（指
出

（片
仮
名
本
）
、
日
、

１１３
ヽ
十
）
、
参
詣

（参
詣
ス
、

１０８
ヽ
八
）、

示
合

（示
シ
合
、
し
め
し
あ
は
す
、　

１０９
ヽ
十

一
）
、
進
寄

（
ス
ス
ミ
ョ
ル
、

□
、
９
、
十

し
、
責
寄

（責
ヨ
ス
、
せ
め
よ
す
、

１３０
、
一こ

夕
託
宣
（ぼ

艶

ゃ

詫
宣
す
、

１１５
ヽ
十
五
）、
飛
散

驚

ヒ
チ
ル
、

２４
ヽ
十

し
、

取
出

（と
り
出
、

８．
、
六
）
（と
り
い
だ
す
、

１２‐
、
十
四
）

ナ
投
入

（ナ
ケ
入
、

２７
ヽ
十
）、
投
奔

（ナ
ケ
ス
ツ
、

３２
、
一じ
、
抜
出

（
ヌ
キ

出
、
ぬ
き
い
だ
す
、

１１５
ヽ
四
）、
望
申

（の
ぞ
み
申
、

２７
ヽ
七
）

ハ
走
出

（走
り
出
、
は
し
り
出
、
６２
ヽ
十

一
）
、　
走
通

（走
り
通
ル
、　
は
し
り

と
を
る
、

８９
ヽ
十
六
）
、
走
参

（走
り
参
、
は
し
り
ま
い
る
、
Ｈ
、
七
）
、
引

抜

（
ヒ
キ
ヌ
ク
、
引
ぬ
く
、
捌
、
十
三
）
、
独
言

（
ヒ
ト
リ
コ
ツ
、
独
ご
つ
、

４６
ヽ
八
）
、　
吹
揚

（吹
上
、

１１０
、
十
六
）、　
奉
行

（奉
行
ス
、

１１３
ヽ
十
）、
讃

申

（ホ
メ
申
ス
、
∞
、
七
）

マ
申
成

（申
ナ
ス
、

１１３
ヽ
十

一
）、
罷
下

（罷
お
る
、

‐３０
、　
し
、
罷
留

（罷
留

〆

慶

耐

ド

デ

．緩

穐

力 放

頴

弓

ば

熱

ｈ

ド

罐

・４
ヽ
十
）、
召
出

（召
出
ス
、
め
し
出
す
、

１０９
ヽ
十
三
）、
召
籠

（め
し
こ
む
、

‐‐５
ヽ
一し
、
召
尋

（め
し
た
づ
ぬ
、

１２３
ヽ
四
）
、　
召
仕

（召
仕
代

召
つ
か
ふ
、

‐２‐
、
十

一
）
、
持
来

（
モ
テ
ク
、
も
て
来
、

６２
ヽ
九
）

ヤ
破
焼

（破
リ
タ
ク
、
や
ぶ
り
た
く
、

４５
ヽ
十
六
）、
遊
覧

（遊
覧
ス
、　
３３
ヽ

み

唯

一
褥

ず

≪

ダ

、
ょ
総

〓

成

、
古

）

右
記
の
総
語
数
は
六
九
で
、
異
な
り
語
数
は
六
四
で
あ
る
。
前
項
の
漢
字

一
字

表
記
の
総
語
数
二
三
八
、
異
な
り
語
数

一
二
八
に
比
べ
て
、
漢
字
二
字
表
記
の

場
合
に
は
総
語
数
に
対
し
て
異
な
り
語
数
の
占
め
る
割
合
が
非
常
に
高
い
事
が

わ
か
る
。
又
、
漢
字
二
字
表
記
の
各
語
に
つ
い
て
見
て
み
る
に
、
複
合
動
詞
の

総
語
数
は
四
三
、
異
な
り
語
数
は
四
〇
で
あ
り
、
漢
字
二
字
表
記
全
体
に
於
け

る
複
合
動
詞
の
占
め
る
割
合

（総
語
数
六
二
・
三
％
、
異
な
り
語
数
六
二
・
五

％
）
が
非
常
に
高
い
事
も
わ
か
る
。
個
々
の
語
の
性
格
に
つ
い
て
も
考
慮
し
な



け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
漢
字
二
字
表
記
の
も
の
を
音
読
せ
ず
、
複
合
動
詞
と
し

て
訓
読
し
た
も
の
が
非
常
に
多
い
と
い
う
事
は
、

『
十
訓
抄
』
で

『古
事
談
』

の
漢
字
二
字
表
記
を
逐
字
的
に
と
ら
え
て
訓
む
と
い
う
意
識
が
強
か
っ
た
事
を

一不
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

漢
語
十
サ
変
動
詞
は
総
語
数
が

一
五
で
、　
異
な
り
語

（相
具

（
二
例
）、　
案

内
、
押
領
、
祈
請
、
下
向
、
解
説
、
顕
現
、
御
覧

（
二
例
》
、
参
詣
、
託
宣
、

奉
行
、
遊
覧
、
列
座
）
数
が

一
三
で
あ
る
。
な
お
こ
の
う
ち

「
相
具
」
は
他
の

も
の
と
は
性
質
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る

（「
サ
ウ
グ
ス
」
と
音
読
し
た
用
例

が
文
献
に
見
ら
れ
な
い
の
で
）
。

又
、　
漢
字
二
字
表
記
の
う
ち
、

「
詠
出
」
の

「
詠
」
は
漢
語
十
サ
変
動
詞
で
あ
る

（用
例

《連
用
形
）
か
ら
は
四
段
か
サ
変

か
判
別
出
来
な
い
が
、

『
十
訓
抄
』
の
片
仮
名
本
全
体
中
に
、
「
詠
セ
」
《未
然

形
）、
「
詠
ス
ル
」

（連
体
形
）
の
例
が
あ
る
の
で
）
。

『古
事
談
』
に
於
い
て
漢
字
表
記
が
同

一
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

『
十

訓
抄
』
で
二
通
り
の
訓
み
を
し
て
い
る
も
の
が
二
例
あ
る
。

御
坐
…
オ
ハ
シ
マ
ス
、
オ
ハ
ス
　
返
遣
…
カ
ヘ
シ
ツ
カ
ハ
ス
、
カ
ヘ
シ
ヤ
ル

「
御
坐
」
の
訓
み
の
相
違
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
「
オ
ハ
シ
マ
ス
」
の
主
語
は

村
上
天
皇
で
あ
り
、

「
オ
ハ
ス
」
の
主
語
は
帥
内
大
臣

（藤
原
伊
周
）
で
あ
る

の
で
、
こ
の
訓
み
の
相
違
は

『
十
訓
抄
』
に
於
け
る
待
遇
意
識
か
ら
生
じ
た
も

の
で
あ
る
と
言
え
る
。
次
に

「
返
遣
」
の
訓
み
の
相
違
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

「
カ
ヘ
シ
ツ
カ
ハ
ス
」
の
方
は
、
清
衡
が
俊
明

（大
納
言
）
に
献
上
し
た
黄
金

を
俊
明
が
返
す
時
の
訓
み
で
あ
り
、

「
カ
ヘ
シ
ヤ
ル
」
の
方
は
、
伊
通
（参
議
）

が
雅
定

（右
大
臣
）
の
所
へ
借
り
て
い
た
蒔
絵
の
弓
を
返
す
時
の
訓
み
で
あ
る
。

「
カ
ヘ
シ
ツ
カ
ハ
ス
」
と
い
う
訓
み
は
、

『
十
訓
抄
』
に
於
い
て
上
位
者
か
ら

下
位
者
へ
と
の
意
識
に
基
づ
い
て
訓
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
も
待
遇
意
識

か
ら
生
じ
た
訓
み
の
相
違
で
あ
る
と
言
え
る
。

以
上

『古
事
談
』
の
漢
字
二
字
表
記
の
動
詞
を
、

『
十
訓
抄
』
で
は
如
何
に

訓
ん
だ
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
来
た
の
で
あ
る
が
、

「
十
訓
抄
』
で
は

『古
事

談
』
の
漢
字
二
字
表
記

（動
詞
）
の
う
ち
、
ど
ち
ら
か

一
字
だ
け
を
訓
ん
だ
も

の
が
相
当
あ
る
の
で
、
以
下
こ
の
事
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

ア
出
会

（値

《片
仮
名
本
）、
あ
ふ
、

６６
ヽ
八
）、　
指
出

（出

《片
仮
名
本
）
、

出
す
、

１２９
ヽ
十
二
）、
覚
悟

（オ
ホ
ユ
、
鵬
、
十
二
）
、
思
分

（思
フ
、
思
ひ

わ
く
ヽ

・４
ヽ
十

一
）、
躍
下

（オ
ル
、

２８
、
十

一
）、
咎
下

（ト
カ
メ
オ
ロ
ス
、

お
ろ
す
、

８８
ヽ
七
）

力
書
写

（カ
ク
、

４７
ヽ
十
五
）、
応
現

（現
ス

＾
サ
変
）、
η
、
一
じ

サ
制
止
ス

（制
止
ス
、
制
す
、

８８
、
八
）

夕
顛
倒
ス

（タ
フ
ル
、

１２８
ヽ
九
）
、
契
約

（契

《片
仮
名
本
）
、
ち
ぎ
る
、

‐１０
、

十
四
）
、
伝
得

（伝
フ
、
伝

（平
仮
名
本
）
、

１２‐
、
十
二
）、
勤
仕

（
ツ
ト
ム
、

勤

（平
仮
名
本
）
、

４６
ヽ
一Ｃ
、
来
留

（キ
タ
リ
ト
ゝ
マ
ル
、　
と
ゞ
ま
る
、

‐‐５
ヽ
四
）、
捕
得

（ト
ラ
フ
、
か
ら
む
、

９０
、
一し

マ
参
詣

（参

（片
仮
名
本
）、　
ま
う
づ
、　

１１５
　ヽ
十
五
）、　
参
詣

（参

（片
仮
名

本
）、

ま
い
る
、

８．
、
五
）、
参
入

（参
ル
、
ま
い
る
、

‐１８
ヽ
後
か
ら
七
）
、

引
導

（導

《訓
読
み
、
片
仮
名
本
）、
み
ち
び
く
、

１４
ヽ
十
）
、
召
出

（召
出

ス
、
め
す
、

９０
、
十
四
）
、
召
加

（召
加

（片
仮
名
本
）、
め
す
、
硼
、
九
）

ヤ
寄
合

（
ヨ
ル
、
す
ゝ
み
よ
る
、

‐３０
、　
こ

＊

『
十
訓
抄
』
に
於
い
て
訓
み

（音
読
か
訓
読
か
）
が
決
め
ら
れ
な
い
も
の

走
出

（走
り
出
、
出

《平
仮
名
本
）
、
Ｈ
、
五
）、　
帰
来

（帰
、

６‐
、
十
）
、

出
会

（出
、

６６
ヽ
八
）
、
追
来

（来
、

７７
、
五
）
、
参
向

（参
、

１１１
、
四
）、

出
来

（来
、
脚
、
九
）

右
記
の
各
語
に
つ
い
て

『古
事
談
』
の
本
文
の
文
意
か
ら
検
討
し
て
み
る
に
、

『古
事
談
』
の
漢
字
二
字
表
記
の
う
ち
ど
ち
ら
の
字
を
訓
ん
で
も
文
意
が
通
じ



る
も
の
と
、

『
古
事
談
』
の
漢
字
二
字
表
記
の
う
ち
必
ず
そ
の
字
を
訓
ま
な
け

れ
ば
文
意
が
通
じ
な
い
も
の
と
が
あ
る
事
が
わ
か
る
。
前
者
を
Ｉ
、
後
者
を
Ⅱ

と
し
て
分
類
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

Ｉ
出
会
、
咎
下
、
書
写
、
制
止
、
顛
倒
、
契
約
、
勤
仕
、
参
詣
、
参
詣
、
召
加
、

寄
合
、
出
会
、
参
向

Ⅱ
指
出
、
覚
悟
、
思
分
、
躍
下
、
応
現
、
伝
得
、
来
留
、
捕
得
、
参
入
、
引
導
、

召
出
、
出
来
、
走
出
、
帰
来
、
追
来

＊
傍
線
部
は

『
十
訓
抄
』
に
於
い
て
訓
ま
れ
た
字

Ｉ
の
う
ち

「
出
会
」
「参
詣
」
は

『古
事
談
』
に
そ
れ
ぞ
れ

二
例
づ
つ
あ
る
も

の
で
あ
る
が
、

「出
会
」
に
つ
い
て
は

一
例
は
片
仮
名
本
も
平
仮
名
本
も

「会

」
を
訓
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
他
の
一
例
は
片
仮
名
本
も
平
仮
名
本
も

「
出
」
を

訓
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
又
二
例
の

「
出
会
」
は

『古
事
談
』
で
同

一
説
話
中
に

称
二所
労
之
由
一不
・・出
剣
Ъ

僧
正
猶
大
切
有
二可
レ申
事
・卜
被
レ示
ケ
レ
ド
ｏ

猶
不
二出
会
・。
愛
僧
正
…
…

と
あ
る
も
の
で
、

『
十
訓
抄
』
で
は
重
複
を
避
け
る
た
め
に
、
前
者
は

「
会
」

を
訓
み
、
後
者
は

「
出
」
を
訓
ん
だ
も
の
と
思
う
。
特
に
後
者
で

「
出
」
を
訓

ん
だ
の
は
、
後
者
の
す
ぐ
後
に

「
然
者
側
囲
セ‐
」
と
あ
る
本
文
と
の
対
応
を
考

慮
し
て
の
事
と
思
わ
れ
る
。

「参
詣
」
の

一
例
は
片
仮
名
本
も
平
仮
名
本
も

「

参
」
を
訓
み
、
も
う

一
例
の

「参
詣
」
は
片
仮
名
本
で
は

「参
」
を
訓
み
、
平

仮
名
本
で
は

「
詣
」
を
訓
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
事
を
考
慮
に
入
れ
て
、

Ｉ
を
見
て
み
る
時
、

『古
事
談
』
の
漢
字
二
字
表
記
で
ど
ち
ら
の
漢
字
を
訓
ん

で
も
文
意
が
通
じ
る
時
は
、
最
初
の
漢
字
を
訓
む
と
い
う
の
が

『
十
訓
抄
』
に

於
け
る
基
本
方
針
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
Ⅱ
か
ら
は
、

『古
事
談
』
の
漢
字

二
字
表
記
の
う
ち
傍
線
部
以
外
の
漢
字
を
訓
ん
だ
の
で
は
文
意
が
通
じ
な
い
事

か
ら
、

『
十
訓
抄
』
は

『
古
事
談
』
の
文
意
を
そ
こ
な
わ
な
い
よ
う
に
、
漢
字

一
字

一
字
の
意
味
を
吟
味
し
な
が
ら
、
訓
む
漢
字
を
選
択
し
て
行

っ
た
と
い
う

事
が
は
っ
き
り
と
わ
か
る
。

ま
　
と
　
め

『
十
訓
抄
』
に
於
け
る

『
古
事
談
』
の
訓
み
に
は
、
訓
み
分
け
の
意
識
は
見

ら
れ
な
い
も
の
の
、

「
参
」

（サ
ン
ズ
、　
マ
ヰ
ル
）
の
よ
う
に
音
読
と
訓
読
の

二
様
の
訓
み
を
し
た
も
の
、
用
法
上
の
相
違
か
ら

「
云
」

（イ
ハ
ク
、
イ
フ
）

の
よ
う
に
二
様
に
訓
み
分
け
た
も
の
、　
待
遇
意
識
か
ら

「
候
」
（
コ
ウ
ス
、　
サ

プ
ラ
フ
）
、

「
御
坐
」
（オ
ハ
シ
マ
ス
、
オ
ハ
ス
）
、

「
返
遣
」
（カ
ヘ
シ
ツ
カ
ハ

ス
、
カ
ヘ
シ
ヤ
ル
）
の
よ
う
に
二
様
に
訓
み
分
け
た
も
の
が
あ
る
。
又
、

『
古

事
談
』
の
漢
字

一
字
表
記

（動
詞
）
に
限

っ
て
言
え
ば
、
大
概
と
し
て
は
訓
読

を
主
と
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。
概
括
す
る
と
、

『
十
訓
抄
』
に
於
け
る

『
古

事
談
』
の
訓
み
の
基
本
的
態
度
は
、

『
古
事
談
』
の
文
意
を
取
る
事
を
最
優
先

に
し
、
非
常
に
逐
宇
的
で
あ
る
と
い
う
事
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
と
い
う
事
に

な
る
。

注
１
　
『古
事
談
上
』
（小
林
保
治
校
注
、
現
代
思
想
社
）
昭
５６
・
■
、
『古
事
談
下
』

（小
林
保
治
校
注
、
現
代
思
想
社
）
昭
５６
・
・２
、
『
古
事
談
巻
一試
訓
』
（古
事
談
研

究
会
、
代
表
櫻
井
光
昭
）
昭
５８
・
・２
、
『
古
事
談
巻
一試
訓
』
（古
事
談
研
究
会
、

代
表
櫻
井
光
昭
）
昭
５７
・
・０
、
『古
事
談
巻
二試
訓
』
（古
事
談
研
究
会
、
代
表
櫻

井
光
昭
）
昭
６０
．
．
、
『古
事
談
巻
四
試
訓
』
（古
事
談
研
究
会
、
代
表
櫻
井
光
昭
）

昭
６．
．
．

注
２
　
古
事
文
庫
版

『十
訓
抄
』
の
説
話
番
号

注
３
　
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は

『新
訂
増
補
国
史
大
系
１８
』
の

「古
事
談
」
の
本
文
の
ベ
ー

ジ
数
を
示
し
、
漢
数
字
は
そ
の
行
数
を
示
す
。
以
下
同
じ
く
す
る
。

注
４
　
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は

『新
訂
増
補
国
史
大
系
１８
』
の

「古
事
談
」
の
本
文
の
ペ
ー

ジ
数
を
示
し
、
漢
数
字
は
そ
の
行
数
を
示
す
。
又
、
『十
訓
抄
』
の
訓
み
は
す
べ



て
終
止
形
で
あ
げ
る
事
と
す
る
。
以
下
同
じ
く
す
る
。

注
５
　
『
十
訓
抄
』
（平
仮
名
本
）
に
於
い
て
欠
語

（あ
る
い
は
欠
文
）
で
あ
る
事
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぉ

示
す
。
以
下
同
じ
く
す
る
。

注
６
　
『
十
訓
抄
』
の
片
仮
名
本
と
平
仮
名
本
と
の
訓
み
の
表
記
が
同
じ

（但
し
、
片

仮
名
と
平
仮
名
の
違
い
は
あ
る
）
場
合
は
、
片
仮
名
本
の
表
記
の
み
で
代
表
さ
せ

る
。
以
下
同
じ
く
す
る
。

注
７
　
＊
＊
印
は

『十
訓
抄
』
の
平
仮
名
本
の
表
記
が

『古
事
談
』
と
同
じ
漢
字
表
記

で
あ
る
事
を
示
す
。
以
下
同
じ
く
す
る
。

注
８
　
＊
印
は

『十
訓
抄
』
の
片
仮
名
本
の
表
記
が

『古
事
談
』
と
同
じ
漢
字
表
記
で

あ
る
事
を
示
す
。
以
下
同
じ
く
す
る
。

注
９
　
『
十
訓
抄
』

（片
仮
名
本
）
に
於
い
て
欠
語

（あ
る
い
は
欠
文
）
で
あ
る
事
を

示
す
。
以
下
同
じ
く
す
る
。

注
Ю
　
頭
注
に

「諸
本
作
知

一
と
あ
る
。

注
ｎ
　
頭
注
に

コ
原
作
捨
、
今
従
諸
本
」
と
あ
る
。

注
１２
　
頭
注
に

「原
作
定
、
今
従
谷
本
及
十
訓
抄
」
と
あ
る
。

注
１３
　
一尿
都
大
学
蔵
本
、
国
会
図
書
館
蔵
本
、
彰
考
館
蔵
本
、
静
嘉
堂
蔵
本
二
本

（図

書
番
号
、
二
一
二
七
九
、
二
一
二
六
〇
）、
天
理
図
書
館
蔵
本
、
内
閣
文
庫
蔵
本

（図
書
番
号
、
二
六
七
一
二
）、
名
古
屋
大
学
蔵
本

（延
宝
六
写
）、
武
庫
川
女
子

大
学
蔵
本
、
吉
口
幸

一
博
士
蔵
本

注
１４
　
頭
注
に

「諸
本
作
向
」
と
あ
る
。

注
１５
　
頭
注
に

「原
作
坐
、
擦
諸
本
改
」
と
あ
る
。―

武
庫
川
女
子
大
学
教
授
―


